
                                           

 

令和６年度  市川市自殺対策関係機関連絡会 

 

 
次  第           

 
日時：令和６年１０月２８日（月） 

                          午後２時００分から午後３時３０分 
                                          場所：市川市保健センター４階大会議室 

  

 

１ 開会 

２ 挨拶   

３ 内容 

（１）いのち支えるいちかわ自殺対策計画（第３次）について 

（２）実態報告 

（３）自殺対策事業実績報告 

     （４）その他 

４ 閉会 
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市川市では、平成 30 年度に「いのち支える自殺対策計画（第 2 次）」を策定し、取り組みを行ってきまし
た。この取り組みを一層推進するために、令和 6年度からの「いのち支える自殺対策計画（第 3次）」を策定
いたします。 
 
 

計画の位置付け 

自殺対策基本法や自殺総合対策大綱、第２次千葉県自殺対策推進計画等を踏まえ、本市の基本計画で
ある「市川市総合計画Ｉ＆Ｉプラン 21」や、その関連計画との整合性を図っていきます。 
 
 

基本理念 

共に理解しあい、生きていくまち市川市 
 
 

計画の数値目標 

国及び千葉県では、令和8年（2026年）までに、自殺死亡率を平成27年（2015年）と比べ、30％
以上減少させることを数値目標として設定しています。 
本市においても、令和 8 年（2026 年）の自殺死亡率を 30％減少させることとし、本計画終了時点で目

指す自殺死亡率の数値目標を下記のとおりとします。 
 
市川市 現状 目標 

目標 
平成 26年（2014年）～ 
平成 28年（2016年）の平均 

令和 6年（2024年）～ 
令和 8年（2026年）の平均 

自殺死亡率（10万人対） 17.4        30％以下 12.2以下 

＊自殺死亡率は単年ではバラつきがあるため、３か年の平均を指標としています。 

資料１ 
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本市の自殺の実態を分析した結果等を踏まえ、生きる支援の取組として基本目標と、 
基本施策及び重点施策を設定し、重層的に対策を講じていきます。 

 
 

基本目標 

１．安心して暮らせる地域づくり 
２．教育・啓発の推進 
３．充実した相談支援体制の推進 
４．関係機関及び庁内関係部署との連携 

 
 

基本施策の数値目標 

  

①
ゲートキーパー養成講座（市民向け）の
参加者数

累計 400人見込
(H31年度～R5年
度累計)

累計 580人見込
(H31年度～R5年
度累計)

累計 725人

② ゲートキーパーの認知度の向上 3.9% 19.8% 30%

③
ゲートキーパー研修受講者のうち「自殺対策に
対する理解が深まった」と回答した人の割合

90%以上 90%見込 90%

④
自殺は社会的な取組で防ぐことが出来る
認識の向上

50%以上 42.0% 50%

⑤
「自殺予防週間」や「自殺対策強化月間」を
知っている人の割合

ー 26.5% 30%

⑥
メンタルチェックシステム「こころの体温
計」、本人モードのアクセス数（人数・延）

20,000人以上 20,000人見込 20,000人以上

⑦ 睡眠で休養が十分にとれている人の割合 70% 67.9% 75%

⑧ 相談カードの配布数 4,500部 8,000部見込 8,000部

⑨
若年(40歳未満)のこころの相談
　実施件数（延）

27人以上 250人見込 250人

⑩ 若い世代の自殺の第1位が自殺という認識 21.2%以上 28.8% 40%

⑪ 市の自殺対策に関する認知度 10% 8.4% 25%

⑫ 市のＳＮＳ等による周知回数 4回以上 4回見込 4回以上

⑬
悩みごとや困ったことがあったときに誰かに相
談している人の割合

62%以上 61.7% 65%

⑭ 市川市民のテレホンガイドの配布数 － 20,000部見込 22,000部/年

５．遺された人への支援 ⑮ 自死遺族相談の周知と実施 月1回実施 随時実施
（相談希望時に実施）

毎年度継続実施

⑯ 「生きるを支える相談窓口一覧」配布数 2,500部
(H31年度～R5年度累計)

500部見込 500部

⑰
自殺対策関係機関連絡会と庁内連絡会の開催回
数

ー 4回見込 2回以上/年

⑱
多機関協働事業【地域共生課】
相談支援機関等から多機関協働事業につながっ
たケース数

ー 210件 400件

６．地域におけるネット
　　ワークの強化

基本施策 評価指標

２．市民への周知と啓発

３．若い世代に関する
　　支援

現状
令和5年度
（基準年）

第３次計画目標
令和10年度
（評価年）

１．自殺対策を支える
　　人材の育成

第２次計画での
目標値

４．生きることへの促進
　　要因への支援
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重点施策の数値目標 

 

【取組の一例】 
 
 

 
 
 
 
 
 
▷こころの健康相談                        ▷こころの体温計 
 

①
快適睡眠講座実施後に「睡眠とうつ病の関
係」を理解できたか

20%以上 89.6% 90%

② 20歳代から60歳代の市民アンケート回収率 ー 23.4% 30%

③
20歳代から60歳代のうつ病に関する３つのア
ンケート項目について「知っていた」と回答
した人の割合

ー 95% 95%

④
若年者等就労支援事業における相談開催回数
【商工業振興課】

ー
25回

(R5.10.16現在)
※年間45回の予定

45

⑤
労働なんでも相談の相談開催回数
【商工業振興課】

ー
13回

(R5.10.16現在)
※年間24回の予定

24

⑥ 若者のための相談ガイドの配布数 22,000部 22,000部見込 22,000部

⑦ SOSの受け止め方に関する普及啓発実施回数 ー 1回 1回

⑧
市内公立小学校・中学校の教員への
相談カード配布数

100% 100％見込 100%

⑨ 相談カードの配布数 4,500部 8,000部見込 8,000部

⑩ 母と子の相談室の実施回数 8回 8回 8回

⑪ 母子訪問利用者数（実） ー 3,824人見込 3,824人

⑫ 産後ケア事業利用者数 ー 216人見込 276人

⑬ 母子保健相談窓口来所件数 ー 5,900人見込 5,500人

⑭
ゲートキーパー研修の実施件数
　（職員向け）

10件以上
(H31年度～R5年度累計)

3件 3件

⑮
生活困窮者支援等のための地域づくり事業
【地域共生課】地域住民が主体となって実施
している地域の特色にあったサロン開催数

ー 113箇所 134箇所以上

４．生活困窮者に対する
　　自殺対策の推進

重点施策 評価指標
現状

令和5年度
（基準年）

第３次計画目標
令和10年度
（評価年）

１．働く世代に対する
　　自殺対策の推進

第２次計画での
目標値

２．児童生徒に対する
　　自殺対策の推進

３．女性に対する
　　自殺対策の推進
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自殺対策の推進体制 

本計画では、本市の関係部署との連携の強化を前計画より継続し、本市や千葉県内で活動する関係機
関との連携を図り、広域的・専門的に推進していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市川市自殺対策関係機関連絡会 

医師会・薬剤師会 
市川健康福祉センター 

社会福祉協議会 

民生委員・児童委員 

専門相談機関 

警察 

民間団体 

学識経験者 

労働関係機関 
市 

市川市自殺対策庁内連絡会 

いのち支えるいちかわ自殺対策計画（第３次）【概要版】 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

2024年 3月 
 

編集・発行 市川市保健部 保健センター健康支援課 
〒272－0023 千葉県市川市南八幡 4丁目 18番 8号 
電話︓047-377-4511 FAX︓047-316-1568 
市川市ホームページ︓http://www.city.ichikawa.lg.jp/ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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１－１ 自殺者数の推移（全国） 

      令和５年の自殺者数は、２１，８３７人で、前年と比べ４４人（０．２％）減少した。 

      男女別にみると、男性は２年連続で増加したが、女性は４年ぶりに減少。男性の自殺者数は、

女性の約２．１倍となっている。 

【出典】警察庁自殺統計原票より厚生労働省作成 

 

１－２ 自殺死亡率の推移（全国） 

      令和５年の自殺死亡率は１７．６となり、前年と比べ上昇した。 

男女別にみると、男性は２４．６（前年より上昇）、女性は１０．９となった（前年より低下）。 

注）「自殺死亡率」とは、人口１０万人当たりの自殺者数を表します。 

【出典】警察庁自殺統計原票データ、総務省「人口推計」より厚生労働省作成 

資料２ 
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１－３ 年齢階級別自殺者数の推移（全国） 

      令和５年は前年と比べ、９歳以下、４０歳代、７０歳代及び８０歳以上が減少し、その他の年齢

階級は増加した。８０歳以上の年齢階級が最も減少し、５０歳代が最も増加した。 

【出典】警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成グラフ改変 

 

１－４ 年齢階級別自殺死亡率の年次推移（全国） 

      令和５年は前年と比べ、７０歳代・８０歳以上で低下し、９歳以下及び５０歳代は横ばいとなり、

その他の年齢階級では上昇した。最も低下したのは、８０歳以上であり、最も上昇したのは３０

歳代であった。 

注）「自殺死亡率」とは、人口１０万人当たりの自殺者数を表します。       

【出典】警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成グラフ改変 
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１－５ 死因順位別にみた年齢階級・死亡数・死亡率（全国・令和５年） 

      １０歳代、２０歳代、３０歳代の死因原因の第１位が自殺となっている。 

【出典】人口動態統計より作成 

 

１－６ 学生・生徒等の自殺者数の年次推移（全国） 

令和５年の小中高生の自殺者数は５１３人であり、前年と比べ１人の減少となった。 

 

【出典】警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成 

  

死因 死亡数 死亡率 死因 死亡数 死亡率 死因 死亡数 死亡率
10～14歳 自殺 120 2.3 悪性新生物 81 1.6 不慮の事故 51 1.0
15～19歳 自殺 653 12.1 不慮の事故 171 3.2 悪性新生物 116 2.2
20～24歳 自殺 1194 20.7 不慮の事故 259 4.5 悪性新生物 167 2.9
25～30歳 自殺 1208 20.3 悪性新生物 223 3.8 不慮の事故 203 3.4
30～34歳 自殺 1183 19.8 悪性新生物 437 7.3 心疾患 205 3.4
35～39歳 自殺 1319 19.5 悪性新生物 951 14.1 心疾患 392 5.8
40～44歳 悪性新生物 1900 25.3 自殺 1567 20.8 心疾患 691 9.2
45～49歳 悪性新生物 3949 44.2 自殺 1932 21.6 心疾患 1589 17.8
50～54歳 悪性新生物 7742 81.7 心疾患 2912 30.7 自殺 2213 23.4
55～59歳 悪性新生物 11102 136.5 心疾患 3964 48.7 脳血管疾患 2148 26.4
60～64歳 悪性新生物 17352 234.4 心疾患 5641 76.2 脳血管疾患 2842 38.4
65～69歳 悪性新生物 28301 389.9 心疾患 8182 112.7 脳血管疾患 4270 58.8
70～74歳 悪性新生物 55118 628.9 心疾患 16506 188.3 脳血管疾患 8629 98.5
75～79歳 悪性新生物 64290 864.5 心疾患 22912 308.1 脳血管疾患 11986 161.2
80～84歳 悪性新生物 69731 1187.8 心疾患 34229 583.1 脳血管疾患 17398 296.4
85～89歳 悪性新生物 65611 1654.7 心疾患 49427 1246.5 老衰 38343 967.0
90～94歳 老衰 61321 3004.5 心疾患 50788 2488.4 悪性新生物 40815 1999.8
95～99歳 老衰 48816 8190.6 心疾患 27390 4595.6 悪性新生物 12838 2154.0
100歳以上 老衰 18683 21474.7 心疾患 5844 6717.2 脳血管疾患 1826 2098.9

第１位 第２位 第３位
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２－１ 自殺者数の推移（千葉県） 

      平成３０年から令和４年までの５年間では、１、０００人前後で推移している。令和４年は、前年

よりも４３人増加している。男女別にみると男性では令和４年に４年ぶりに増加となり、女性では

令和２年以降減少傾向にある。 

【出典】千葉県衛生統計年報 

 

２－２ 自殺死亡率の推移（千葉県） 

      令和５年の自殺死亡率は１７．６となり、前年と比べ上昇 

【出典】千葉県衛生統計年報 
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３－１ 自殺者数の推移（市川市） 

      令和４年の自殺者数は７７人。令和３年よりも減少し、３年振りの減少となった。 

 

【出典】千葉県衛生統計年報より作成 

 

３－２ 自殺死亡率の推移（市川市） 

      増減を繰り返しながら、減少傾向にある。 

 

【出典】人口動態統計及び千葉県衛生統計年報より作成 
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４－１ 自損行為による救急搬送人員状況（市川市） 

      救急搬送数は増加傾向にあり、令和５年は１７４人であった。 

 

【出典】市川市消防局「消防年報」を基に作成 

 

４－２ 自損行為による年齢別搬送者数（市川市） 

      令和５年は前年と比較し、いずれの年代も増加している。 

 

【出典】市川市消防局「消防年報」を基に作成 

 

４－３ 搬送者の男女別数（市川市） 

      救急搬送数は、女性が男性と比べ多くなっている。 

 

【出典】市川市消防局「消防年報」を基に作成 
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５－１ 全国月別自殺者数の推移（総数） 

      令和６年８月の自殺者数は、暫定値で１，４７９人であり、対前年同月比３４３人減。 

      令和６年１月～８月累計自殺者数は暫定値で１３，６３７人。対前年同月比１，２８５人減。 

（令和６年８月暫定値） 

【出典】厚生労働省自殺対策推進室作成資料より 

 

５－２ 対前年同月自殺者増減数及び増減率上位５県（総数） 

      令和６年８月対前年自殺者増減数及び増減率。 

（令和６年８月暫定値） 

【出典】厚生労働省自殺対策推進室作成資料より 

 

  

（月） 
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５－３ 原因・動機・年齢別自殺者数（総数） 

      ２０歳代以上の世代では、健康問題が動機として１位となっており、２０歳未満の世代では、学

校問題が動機として１位となっている。 

（令和６年８月暫定値） 

【出典】厚生労働省自殺対策推進室作成資料より 

（備考）「原因・動機特定者」とは、少なくとも１つの原因・動機が特定されている自殺者をいう。 

    原因・動機を４つまで計上可能としているため、総数と原因・動機別自殺者数の和は一致しない。 

 

５－４ 職業・動機・年齢別自殺者数（総数） 

      いずれの職業においても、健康問題、経済・生活問題、家庭問題が動機として上位となってい

る。 

（令和６年８月暫定値） 

【出典】厚生労働省自殺対策推進室作成資料より 

  

総数 家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 交際問題 学校問題 その他

総数 1404 1183 284 811 305 171 54 27 104 221
20歳未満 49 37 7 11 1 2 7 18 5 12
20-29 179 147 23 74 37 28 24 9 21 32
30-39 161 132 32 67 44 33 10 0 10 29
40-49 202 175 62 90 60 50 6 0 12 27
50-59 275 230 59 149 81 40 3 0 24 45
60-69 168 145 31 118 51 14 1 0 7 23
70-79 188 158 24 150 23 3 3 0 8 30
80歳以上 176 158 46 152 8 0 0 0 17 18
不詳 6 1 0 0 0 1 0 0 0 5

年齢階級
自殺者
総数

原因・動機特定者の原因・動機

不詳

総数 家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 交際問題 学校問題 その他

1404 1183 284 811 305 171 54 27 104 221
503 461 123 207 155 149 33 3 42 42
104 98 18 39 61 25 4 0 10 6
51 49 17 27 7 21 1 0 5 2
27 23 8 11 3 10 0 0 2 4
35 31 7 13 12 14 6 0 1 4
67 61 15 35 21 14 7 0 6 6
16 14 5 4 4 2 1 1 3 2
12 12 5 5 4 1 1 0 0 0
63 59 25 20 10 17 4 0 8 4
22 21 4 4 6 9 3 0 2 1
39 35 7 12 17 14 1 0 1 4
35 30 7 19 4 11 3 0 2 5
32 28 5 18 6 11 2 2 2 4
779 711 161 601 143 21 20 24 61 68

総数 55 48 8 14 2 0 10 23 6 7
未就学児 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
小学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
中学生 9 6 3 1 0 0 0 1 2 3
高校生 22 19 2 6 0 0 5 10 1 3
大学生 20 19 2 7 1 0 4 10 3 1
専修学校生等 4 4 1 0 1 0 1 2 0 0
総数 724 663 153 587 141 21 10 1 55 61
主婦・主夫 55 54 23 52 5 1 0 0 2 1
失業者 60 58 8 33 45 11 1 0 6 2
利子・配当・家賃等生活者 2 2 0 2 1 1 0 0 0 0
年金・雇用保険等生活者 397 360 74 357 37 5 4 0 32 37
ホームレス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他の無職者 210 189 48 143 53 3 5 1 15 21

122 11 0 3 7 1 1 0 1 111不詳

職業
自殺者
総数

原因・動機特定者の原因・動機
不詳

総数

有職

総数

管理的職業従事者

専門的・技術的職業従事者

事務従事者

販売従事者

サービス職業従事者

保安職業従事者

農林漁業従事者

生産工程従事者

輸送・機械運転従事者

建設・採掘従事者

通信・運搬・清掃・包装等従事者

その他

無職

総数

学生・生徒等

無職者
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５－５ 厚生労働省からのメッセージ 
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自殺対策事業実績

１　相談事業

（１）市川市こころの健康相談（委託事業） （相談件数）

電話相談 面接相談
WEBメール

相談
年合計

（性別内訳）

上段：男性

中段：女性

下段：不明

月平均

405 8 11 424

200

224

0

65

1,634 3 4 1,641

751

869

21

136

2,485 19 5 2,509

1046

1422

41

209

3,586 38 58 3,682

1420

2241

21

306

2,092 15 49 2,156

709

1397

50

359.3

（２）-１　精神保健関連の相談（保健センター健康支援課） （相談件数）

Ｈ30年度　 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ4年度 Ｒ5年度 （参考）全相談件数

電話 279 377 443 355 492 314 266

面接 44 48 33 16 31 56 12

訪問 94 171 120 30 47 46 0

  計 （延） 417 596 596 401 570 416 155
男性：  30

女性：122

不明：   3

278

（２）-２　精神保健関連の電話相談内訳（保健センター健康支援課）

※重複あり。R6年度はR6.4～9月までの件数 （相談件数）

R5年度合計

R2年度合計

R3年度合計

R4年度合計

※ R2年9月から事業開始

R6年度合計

(4月～9月)

Ｒ6年度(４月～９月)

148

7

0

12
2 3 1 0 6

110

57

7 3

60

16 9 2 1 0 3

136

57

1 0

38

4 0 4 0 0 2

95

20
2 1

38

0

20

40

60

80

100

120

140

160

R4 R5 R6

2.25倍

資料３

1
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２ 普及啓発事業 

（１）ゲートキーパー研修 

   地域や職場、教育等への分野において自殺のサインに気づき、見守りを行い、専門相談機

関による相談へつなぐ役割が期待される人に対し、研修を実施。 

  ・庁内職員対象 ３回  

  ・市民対象    １回   

 

（２）快適睡眠講座 

   加齢に伴う睡眠リズムの変化を理解し、その対応方法について知ってもらう。 

 

（３）リーフレットやカード等の配付による普及啓発 

   庁内各窓口、市内公立小中学校、各関係機関 

  にて実施。 

 

 

 

 

（４）こころの体温計 

   スマートフォン、携帯電話、パソコンから２４時間いつでも気軽にできるメンタルチェックシス

テム。簡単な質問に回答するだけで、こころの健康状態をチェックすることができる。 

 

（５）ＳＮＳによる周知 

   ９月の自殺予防週間、３月の自殺対策強化月間、長期休暇中（８月、１２月）に、

こころの健康相談等の案内を配信。 

 

（６）懸垂幕や電光掲示板による周知 

   ９月の自殺予防週間と３月の自殺対策強化月間に、第１庁舎及び第２庁舎、 

行徳支所に掲示。 
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